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●日本国憲法より●
第13条　すべて国民は、個人として尊重される。
生命、自由及び幸福追求に対する国民の権利に
ついては、公共の福祉に反しない限り、立法そ
の他の国政の上で、最大の尊重を必要とする。
第25条　すべて国民は、健康で文化的な最低限
度の生活を営む権利を有する。国は、すべての
生活部面について、社会福祉、社会保障及び公衆
衛生の向上及び増進に努めなければならない。

（毎月１日発行）（毎月１日発行）
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総代会の流れ総代会の流れ
　津軽保健生協の第98回通常総代会が、６月20日午後２時から「藤崎町文
化センター」で開催されました。感染対策を実施したうえで、４年ぶりに通常
の形での開催となり、296人の総代（代理書面を含む）が出席しました。
　伊藤理事長の開会あいさつに続き、監査報告。村上渡専務から、第1号議案

の22年度の事業報告・決算報告が行われ、質疑応答がありま
した。引き続き、第２号議案の23年度の事業計画・予算案の
提案が行われ、質疑応答がありました。第３号議案（役員報酬
の承認に関する件）は角田尚樹常務からの提案となりました。
　その後、各議案の採決が行われ、すべての議案が賛成多数で
承認されました。新入職の研修医紹介とあいさつがあり、最後
に竹内一仁副理事長のあいさつで閉会しました。

（
本
号
は
、
総
代
会
の
決
定
内
容
を
お
伝
え
す
る
た
め
、
５
日
ほ
ど
発
行
が
遅
れ
ま
し
た
）

活
は
決
し
て
豊
か
に
な
っ
た
と
は
言

え
ま
せ
ん
。
雇
用
の
不
安
定
さ
も
顕

著
で
す
。

健
康
づ
く
り
の
先
頭
に

　
生
協
や
民
医
連
と
そ
の
共
同
組
織

は
健
康
づ
く
り
の
様
々
な
取
り
組
み

を
進
め
て
き
ま
し
た
。
減
塩
の
食
事

で
健
康
に
な
る
と
い
う
だ
け
で
な
く
、

地
域
の
健
康
づ
く
り
の
た
め
に
減
塩

の
学
習
会
を
開
催
す
る
、
班
会
を
組

織
す
る
と
い
う
世
話
役
の
人
の
健
康

度
が
高
く
な
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

「
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
」
そ
の
も

の
が
、
健
康
の
重
要
な
要
素
に
な
っ

て
お
り
、
み
な
さ
ん
は
率
先
し
て
健

康
づ
く
り
を
実
践
し
て
い
る
の
で
す
。

　
組
合
員
と
地
域
の
す
べ
て
の
人
達

の
力
を
結
集
し
た
「
健
康
づ
く
り
活

動
」
を
通
じ
て
、
豊
か
で
幸
福
な
生

活
、
そ
し
て
安
心
し
て
住
み
続
け
ら

れ
る
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
す
る
こ
と

こ
そ
、
私
た
ち
津
軽
保
健
生
協
の
社

会
的
目
的
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
無
差
別
・
平
等
・
公
正
、
そ
し
て

平
和
な
社
会
を
実
現
し
、
健
康
で
幸

福
な
生
活
を
作
り
あ
げ
る
た
め
に
、

こ
こ
に
お
集
ま
り
の
み
な
さ
ん
と
と

も
に
前
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
今
こ
そ
平
和
の
準
備
を
、
そ
し
て

健
康
で
豊
か
な
生
活
へ
の
取
り
組
み

を
進
め
ま
し
ょ
う
。

　
今
日
の
活
発
な
議
論
が
、
そ
の
一

歩
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
、
あ
い

さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

�

（
一
部
割
愛
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
）

第
98
回
通
常
総
代
会
ス
ロ
ー
ガ
ン

ご
あ
い
さ
つ

理事長
伊藤　真弘

2023年度　第98回通常総代会　6月20日開催　

総
代
会
特
集

総
代
会
特
集

☆組織の概況（5月31日現在）　組合員総数　5万2186人（5月の新加入者86人）　出資金総額　15億1502万0100円（1人平均　2万9031円）

　
本
日
は
、
第
98
回
通
常
総
代
会
に

ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
て
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

健
康
へ
の
願
い
か
ら
創
設

　
津
軽
保
健
生
活
協
同
組
合
は
、
１

９
５
２
年
に
創
設
さ
れ
、
昨
年
創
立

70
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
戦
後
間
も

な
い
時
期
で
国
民
皆
保
険
制
度
も
ま

だ
出
来
て
い
な
い
そ
の
頃
と
現
在
で

は
、
そ
の
目
的
に
違
い
が
あ
る
と
考

え
る
の
は
当
た
り
前
と
思
わ
れ
ま
す

が
、
一
方
で
地
域
住
民
の
願
い
は
普

遍
的
で
も
あ
り
ま
す
。
津
軽
保
健
生

協
は
、
医
者
に
か
か
れ
る
の
は
死
ぬ

時
だ
け
と
い
う
よ
う
な
時
代
に
、
貧

し
い
津
軽
の
多
く
の
農
民
に
よ
る
、

自
分
た
ち
が
安
心
し
て
か
か
れ
る
病

院
が
欲
し
い
と
い
う
要
求
か
ら
始

ま
っ
た
も
の
で
す
。

　
そ
れ
は
よ
り
健
康
に
過
ご
し
た
い

と
い
う
当
然
の
権
利
、「
健
康
権
」

と
言
わ
れ
る
権
利
が
実
現
さ
れ
る
た

め
の
過
程
で
あ
っ
た
と
も
言
え
ま
す
。

生
活
の
格
差
が
拡
大

　
70
年
の
時
を
経
て
、
社
会
経
済
的

状
況
も
あ
る
意
味
大
き
く
発
展
し
た

社
会
と
な
り
ま
し
た
。
一
方
で
戦
後

の
高
度
経
済
成
長
時
代
と
、
そ
の
後

の
一
億
総
中
流
時
代
、
新
自
由
主
義

政
策
へ
の
転
換
を
境
に
、
貧
富
の
格

差
は
拡
大
し
ま
し
た
。
拡
大
傾
向
は

止
ま
り
ま
せ
ん
。
地
域
の
人
々
の
生

一
、
大
軍
拡
・
憲
法
の
改
悪
を
許
さ
ず
、
人
権
と
民
主
主
義
が
輝
く
、
平
和
な

日
本
を
築
く
た
め
に
行
動
し
よ
う
。

一
、	

医
師
を
は
じ
め
と
し
た
専
門
職
の
確
保
と
育
成
を
進
め
、
事
業
の
発
展
を

追
求
し
よ
う
。

一
、
組
合
員
・
役
職
員
は
、
津
軽
保
健
生
協
全
事
業
所
の
経
営
改
善
を
進
め
、

い
の
ち
を
守
る
医
療
・
介
護
事
業
の
継
続
・
発
展
に
努
め
よ
う
。

一
、
組
合
員
の
拡
大
と
班
・
支
部
へ
の
結
集
を
進
め
、
医
療
生
協
組
織
を
強
く
、

大
き
く
し
、
一
人
ひ
と
り
の
出
資
金
積
み
上
げ
に
挑
戦
を
。

無差別・平等・公正・平和な社会の実現を無差別・平等・公正・平和な社会の実現を
組合員・役職員の運動で！組合員・役職員の運動で！

村上 渡 専務理事村上 渡 専務理事
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１　	津軽医院　老健事業の終了　医師不足、多忙な所長の1人体
制、施設の老朽化により、23年度中に終了とします。

２　津軽医院と健生黒石診療所の今後のあり方を検討します。

津軽医院と黒石診療所の事業再編

　生協会館にサテライトクリニックを開設し、安定した症状で慢性
疾患管理の患者を診療することを継続的課題とします。

サテライトクリニックの設置

　精神科医療構想プロジェクトが中間まとめを行い、医師団・スタ
ッフが精神科医療構想の詳細を協議します。それに合わせて法人と
して第五次中長期計画の策定に着手します。

藤代健生病院リニューアル

　各事業所全科で後継者不足が深刻化しています。事業継続および
経営改革を前進させていくうえでも、さらなる医師確保対策と、研
修医の養成を成功させることが重要です。

医師の確保、養成、配置の課題 

　コロナ禍を経て、通所リハビリの利用者が減少し、定員の見直し
や職員配置数の変更、短時間リハビリの提供など、地域や事業所に
応じたリハビリを展開していきます。ショートステイと看多機は法
人内・外連携の強化による利用者獲得が継続的課題です。

介護事業の課題

１　�必要剰余金および予算到達　21～25年度における、最低限
の単年必要剰余金は償却前経常剰余金（経常剰余＋減価償却費
＋繰延消費税）で７億円と位置づけています。

　　	23年度予算は償却前経常剰余金で約1.6億円の到達となり、
目標の７億円を5.4億円下回ります。

　　	事業収益予算　約103億円で22年実績とほぼ同等であり、
医療・介護活動の内容は前年実績を上回る予算としましたが、
発熱外来患者の減少や新型コロナ特例加算の廃止などにより収
益としては前年実績並みにとどまります。

　　�事業費用　前年に引き続き110億円を超える事業費用予算と
なります。

　　	経常剰余金および税引前当期剰余金　△4.7億円の到達とな
り、22年度でできた累積黒字が消失する水準の剰余金予算と
なります。

　　	アフターコロナの過渡期とあって、一定の資金流出は避けられ
ない年度となります。一方で、24年度以降、必要剰余金を安
定的に獲得して経営を維持していくための手を打つ年度にもな
ります。病棟再編の検討、訪問診療・訪問看護の拡大、健診事
業の拡大、介護事業の改善を進めます。

２　�一般投資　例年どおり1.5億円以内（税込）とします。

３　�特別投資　特別投資として６億円以内（税込）とします。内容
は電子カルテシステム更新です。更新することで、患者・職員
の利便性向上、時代の変化や医療現場のニーズ変化への対応、
新たな機能の可能性、セキュリティ対策の強化、端末故障時の
リスク軽減などが見込まれます。

予算方針

�新型コロナウイルス対応　コロナ病床確保をいつまで継続するか、
職員配置や病棟構成をどうするかなど、地域の医療需要に応えつつ
経営的視点も考慮して見定めていきます。

2023年度 重点課題と予算方針

2022年度 経営活動 まとめ
　事業収益全体では103.6億円となり、予算を0.2億円、昨年実
績を2.4億円上回りました。事業費用は115.9億円であり、予算
を2.2億円上回りました。経常剰余金は8.7億円となり、予算対
比で8.3億円上回りました。当期の剰余金が9.8億円となり、予
算を9.6億円上回りました。そのため22年度当初の累積欠損金は

△4.9億円でしたが、繰越剰余金の赤字を解消しました。黒字の
要因はコロナ関連補助金効果によるものであり、本来の経営活動で
ある医療・介護・福祉事業の経営力を確立することが必要です。純
資産は19.8億円となり、自己資本率は14.0％で、前年度の
7.7％から増加しました。しかし、自己資本比率目標の30％には
まだ大きな開きがあります。黒字確保と出資金純増の両方で自己資
本比率の向上を目指し、全職員で経営改善を推進していきます。

　23年度の組合員活動は、感染対策を継続しながらコロナ禍前の
活動に戻して行きます。日本医福連の「2030年ビジョン」メイン
テーマ「誰もが健康で居心地よくくらせるまちづくりへの挑戦」、
世界で取り組まれている「誰一人取り残さない社会の実現」SDGs
（持続可能な開発目標）の実践を基本方針に、津軽保健生協の組織
力を活かし「ひとりぼっち」の組合員を作らない、「困った」に寄り
添いながら、つながりを絶やさない組合員活動を継続します。

2023年度 組合員活動 方針 １　生協四課題の達成を目指します。
　　　①仲間ふやし　　2,500人（支部900人、事業所1,600人）
　　　②出資金ふやし　1.5億円（支部6,000万円、事業所9,000万円）
　　　③班づくり　　　	59班（組合員1,000名以上の支部2班、

1,000名以下の支部１班）
　　　④担い手づくり　	235人（組合員1,000名以上の支部10

名、1,000名以下の支部5名）
　　	生協強化月間の取り組みは医福連の秋の全国統一月間に合わせ

て行います。
２　班会およびたまり場づくりで健康づくり安心づくりを広げましょう。
３　担い手づくりと支部運営委員の確保と養成。

❶仲間ふやし　６支部、１事業所が目標達成しました。
◎年間目標⋯2,500人　◎達成（達成比）⋯1,224人（49.0％）
◎前年比（92.3％）　◎総組合員数⋯52,140人
❷出資増資ふやし　15支部、１事業所が目標達成しました。
◎年間目標⋯1.5億円　◎達成（達成比）⋯8,744万円（58.3％）
◎前年比（97.3％）　◎出資金総額15億699万円
❸班づくり　６支部が目標達成しました。
◎年間目標⋯74班　◎達成（達成比）⋯７班（9.5％）
◎前年比（140.0％）

四課題の取り組み

　今年度も秋の全国統一月間と、秋以外に支部が独自に２ヵ月の月
間を設定できるように方針化しました。秋の月間に向けて月間推進
委員会を３ブロックで開催しました。しかし、月間中の実績が低調
であったため、新たに１～３月を年度末月間として設定しました。
支部では組合台帳の整理のための訪問行動、事業所では待合室及び
病室を訪問しての組合員加入のお誘いが行われました。

生協強化月間の取り組み

①健康チャレンジ　15年より毎年取り組んでいる健康チャレンジ
は年々申込者が増加、学校や団体の取り組みが広がり、健康習慣と
健康意識が地域に広まりました。2,500人の目標に対して、目標
超過となる2,747人の申し込みがありました。ほかに、②まちか
ど健康チェック、③自治体との懇談、④すこしお生活、⑤健康づく
りの担い手を育成、⑥班会メニューの増設に取り組みました。

地域まるごと健康づくり活動

　22年度も新型コロナウイルス感染の第７波および第８波の影響
を受け、組合員活動を制限せざるを得ない期間もありました。それ
でも、コロナ禍の中でも組合員とのつながりを切らさないために、
感染症対策をしたうえで、班会の開催や創意工夫による支部行事の
再開などねばり強く取り組み、組合員活動が前進しました。
　時敏支部、五所川原支部、中里支部の３支部が四課題を達成し、
五中支部、木造新田支部の２支部が３課題を達成しました。

2022年度 組合員活動 まとめ ❹担い手づくり
◎年間目標⋯273人　◎達成（達成比）…187人（66.5％）
◎前年比（80.3％）
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回　

答 

村
上
専
務

　
経
営
の
状
況
と
し
て
は
、
３
年
連
続

で
黒
字
決
算
と
な
り
、
そ
れ
で
累
積
の

赤
字
が
解
消
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
度
に

関
し
て
は
、
経
常
剰
余
金
は
予
算
対
比

で
７
億
円
以
上
を
上
回
り
ま
し
た
。
そ

の
一
部
を
職
員
に
還
元
す
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。
通
常
の
活
動
を
維
持
し
な
が

ら
コ
ロ
ナ
対
応
を
継
続
し
、
地
域
の
健

康
と
生
活
を
守
る
活
動
に
大
き
く
寄
与

で
き
た
こ
と
に
対
し
て
、
深
く
敬
意
を

表
し
た
も
の
で
す
。

　
23
年
度
、
藤
代
健
生
病
院
は
コ
ロ
ナ

病
床
確
保
終
了
後
、
治
療
病
棟
に
戻
さ

ず
に
、
４
病
棟
を
３
病
棟
に
減
ら
し
て

運
用
し
ま
す
。
津
軽
医
院
の
老
健
に
つ

い
て
も
、
23
年
度
中
に
終
了
し
ま
す
の

で
、
予
算
で
は
10
月
以
降
の
老
健
の
収

益
は
計
上
し
て
い
ま
せ
ん
。
藤
代
健

生
、
津
軽
医
院
と
も
に
収
益
の
規
模
が

従
来
よ
り
も
縮
小
す
る
予
算
に
な
り
ま

す
が
、
職
員
配
置
に
関
し
て
は
そ
の
ま

ま
に
し
て
あ
り
ま
す
。
病
棟
縮
小
や
老

健
の
終
了
で
、
新
た
な
マ
ン
パ
ワ
ー
が

生
ま
れ
ま
す
が
、
本
来
は
そ
の
力
を
活

か
し
て
新
た
な
収
益
を
生
む
こ
と
が
必

要
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
点
は

予
算
に
反
映
さ
れ
て
い
な
い
状
況
で

す
。
収
益
は
減
少
す
る
も
の
の
人
件
費

は
そ
の
ま
ま
と
い
う
こ
と
で
、
利
益
を

出
し
づ
ら
い
予
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
、
コ
ロ
ナ
の
流
行
状
況
を
見
据
え

な
が
ら
、
病
棟
確
保
を
い
つ
終
了
す
る

の
か
、
と
い
う
よ
う
な
課
題
・
運
営
を

考
え
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
そ
れ
ら
を

予
算
に
反
映
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
が
状

況
的
に
難
し
か
っ
た
の
が
実
情
で
す
。

今
年
度
は
訪
問
系
の
事
業
の
拡
大
、
健

診
事
業
の
拡
大
を
進
め
て
い
き
、
24
年

度
か
ら
必
要
剰
余
獲
得
予
算
の
作
成
が

で
き
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
ま
す
。
国

の
政
策
な
ど
の
影
響
も
あ
り
、
乗
り
越

え
て
い
く
た
め
に
組
合
員
の
皆
さ
ん
の

お
力
も
お
借
り
し
な
が
ら
進
め
ま
す
。

　
津
軽
医
院
と
黒
石
診
療
所
の
事
業
再

編
に
つ
い
て
は
、
複
数
回
議
論
し
常
任

理
事
会
案
と
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
浪

岡
、
黒
石
支
部
で
は
、
私
が
議
案
書
の

総
代
の
主
な
発
言
と
回
答
の
要
旨

第
１
号
議
案

第
１
号
議
案

齋
藤
　
義
雄
　
総
代
（
和
徳
支
部
）

発

言 

生
協
の
病

院
と
し
て
、
セ
ン
ス

あ
る
掲
示
を
望
み
ま

す
。
壁
や
ガ
ラ
ス
に

あ
る
掲
示
物
の
点
検
・
整
備
を
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
花
壇
の
整
備
、
草
木

の
手
入
れ
を
よ
り
一
層
し
て
ほ
し
い
。

眼
か
ら
も
い
や
さ
れ
る
環
境
を
作
り
、

心
い
や
さ
れ
る
病
院
で
あ
っ
て
ほ
し
い
。

回　

答 

要
望
と
し
て
、
受
け
止
め
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

竹
歳
　
治
夫
　
名
誉
役
員
（
浪
岡
支
部
）

発

言 

支
部
総
会

の
開
催
日
時
の
周
知

漏
れ
を
な
く
す
た
め

に
「
健
康
」
新
聞
に

掲
載
し
て
ほ
し
い
。
ま
た
、
黒
石
、
浪

岡
の
事
業
再
編
案
は
、
支
部
総
会
で
も

説
明
が
な
か
っ
た
。
地
域
の
組
合
員
が

納
得
す
る
内
容
で
、「
健
康
」
新
聞
に

載
せ
て
欲
し
い
も
の
で
す
。　

第
２
号
議
案

第
２
号
議
案

米
村
　
榮
子
　
総
代
（
常
盤
支
部
）

発

言 

１
号
議
案

に
津
軽
医
院
と
黒
石

診
療
所
の
再
編
の
こ

と
が
あ
り
、
建
物
の

老
朽
化
、
一
人
所
長
体
制
の
問
題
が
述

べ
ら
れ
、
２
号
議
案
で
は
新
た
な
診
療

所
の
役
割
と
し
て
、
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
ケ

ア
や
総
合
医
療
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
ま

す
。
事
業
再
編
と
い
う
言
葉
で
感
じ
る

の
は
、
長
い
間
築
い
て
き
た
人
の
つ
な

が
り
や
人
的
財
産
が
縮
小
さ
れ
る
気
が

し
て
な
り
ま
せ
ん
。
今
後
良
い
方
向
に

再
編
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

高
橋
　
佳
孝
　
総
代
（
五
所
川
原
支
部
）

発

言 

私
は
こ
の

73
期
予
算
案
に
同
意

で
き
ま
せ
ん
。
昨
年

の
総
代
会
で
、
事
業

収
益
を
10
億
円
も
上
回
る
事
業
費
用
予

算
と
は
異
常
だ
と
指
摘
し
ま
し
た
。
今

季
予
算
も
、
物
価
高
と
い
う
背
景
が
あ

り
ま
す
が
、
根
本
的
な
経
営
の
改
善
が

見
ら
れ
ま
せ
ん
。
こ
れ
で
は
赤
字
が
肥

大
化
し
て
し
ま
い
ま
す
。
も
っ
と
機
動

的
な
対
策
を
立
て
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
た
め
、
本
部
内
に
自
己
資
本

比
率
対
策
や
、
リ
ス
ク
管
理
、
経
営
合

理
化
な
ど
を
考
え
る
部
門
の
設
置
を
提

案
し
ま
す
。
こ
れ
で
は
自
己
資
本
比
率

が
10
％
を
割
り
込
む
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。

　

サ
テ
ラ
イ
ト
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
つ
い
て

昨
年
度
の
議
案
書
で
は
「
年
度
中
の
開

設
を
目
指
す
」
と
あ
り
ま
し
た
。
と
こ

ろ
が
開
設
で
き
ず
、
今
年
度
の
資
料
で

は
後
退
し
て
「
継
続
的
課
題
」
と
し
て

い
ま
す
。
一
度
取
り
下
げ
た
ら
ど
う
で

し
ょ
う
か
。
猛
省
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
中
長
期
計
画
に
つ
い
て
で
す
。
資
金

計
画
で
は
、
外
部
に
求
め
る
の
で
は
な

く
、
コ
ン
ス
タ
ン
ト
な
自
己
資
本
比
率

の
向
上
・
内
部
留
保
が
必
要
で
す
。
そ

の
上
で
増
資
の
要
請
が
あ
れ
ば
大
い
に

協
力
し
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
中

長
期
計
画
へ
の
期
待
を
込
め
て
発
言
を

終
わ
り
ま
す
。

高
松
　
利
昌
　
総
代
（
和
徳
支
部
）

発

言 

サ
テ
ラ
イ

ト
ク
リ
ニ
ッ
ク
設
置

に
つ
い
て
は
、
実
現

で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
１
号
議
案

で
は
「
実
現
に
向
け
て
は
医
師
体
制
の

確
保
が
大
き
な
課
題
で
あ
り
、
引
き
続

き
模
索
し
な
が
ら
…
設
置
を
展
望
し
ま

す
」
と
重
点
課
題
か
ら
外
さ
れ
、
２
号

議
案
で
は
も
は
や
継
続
課
題
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
表
現
で
す
と
、
は
る
か

遠
く
に
追
い
や
ら
れ
た
と
い
う
印
象
で

す
。
今
後
の
方
針
に
つ
い
て
具
体
的
に

示
し
て
く
だ
さ
い
。

　
社
会
保
障
制
度
を
守
る
取
り
組
み
に

つ
い
て
で
す
。
介
護
保
険
を
例
に
し
ま

す
。
来
年
の
介
護
保
険
の
改
定
に
つ
い

て
、
識
者
が
「
史
上
最
悪
の
改
定
」
と

酷
評
し
て
い
る
通
り
で
、
数
々
の
改
悪

が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
社
会
保
障
平

和
委
員
会
が
中
心
に
な
っ
て
学
習
会
が

開
催
さ
れ
、
署
名
運
動
も
取
り
組
ま
れ

ま
し
た
が
、
昨
年
度
集
め
ら
れ
た
署
名

数
は
６
２
７
筆
に
留
ま
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
数
字
は
、
津
軽
保
健
生
協
の
職
員

数
に
比
べ
て
も
少
な
す
ぎ
ま
す
。
ま
た

各
事
業
所
職
員
の
皆
さ
ん
に
対
し
て
、

ど
の
よ
う
取
り
組
み
方
針
な
の
か
示
し

て
く
だ
さ
い
。

　
予
算
に
つ
い
て
で
す
。
予
想
貸
借
対

照
表
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
計
算
書
を

見
る
と
、
こ
の
ま
ま
で
は
数
年
の
う
ち

に
資
金
シ
ョ
ー
ト
し
て
し
ま
う
の
で
は

な
い
か
と
心
配
で
す
。
今
後
の
経
営
に

と
っ
て
正
念
場
を
迎
え
て
い
る
と
思
い

ま
す
。
役
職
員
の
皆
さ
ん
、
理
事
会
の

み
な
さ
ん
の
本
気
度
が
問
わ
れ
て
い
ま

す
。

浅
利
　
直
志
　
総
代
（
常
盤
支
部
）

発

言 

津
軽
医
院

の
医
師
確
保
と
再
編

に
つ
い
て
質
問
、
提

案
を
し
ま
す
。
議
案

書
で
は
統
合
を
す
る
と
い
う
こ
と
が
大

前
提
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
、
と
危
惧

し
て
い
ま
す
。
統
合
だ
け
が
選
択
肢
な

の
か
、
議
論
が
ど
こ
ま
で
進
ん
で
い
る

の
か
、
理
事
会
お
よ
び
支
部
の
議
論
の

進
展
を
明
ら
か
に
し
て
く
だ
さ
い
。
医

師
不
足
、
高
齢
化
の
問
題
も
あ
る
の

で
、
例
え
ば
浪
岡
で
は
訪
問
診
療
を
止

め
る
な
ど
の
方
策
も
あ
り
ま
す
。
減
ら

せ
る
も
の
は
減
ら
し
て
維
持
す
る
と
い

う
こ
と
も
、
十
分
可
能
な
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
医
師
確
保
で
す
が
、
今

年
度
は
ど
う
い
う
取
り
組
み
を
す
る
の

か
、
明
示
し
て
く
だ
さ
い
。

説
明
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
際
に
、
再

編
案
の
現
状
を
話
し
ま
し
た
。
色
々
な

意
見
が
出
ま
し
た
が
、
今
後
も
支
部
や

組
合
員
さ
ん
の
声
を
聞
く
場
を
設
け

て
、
再
編
案
を
修
正
し
方
向
性
を
定
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
「
介
護
保
険
制
度
の
改
善
を
求
め
る

請
願
著
名
」
に
つ
い
て
は
、
社
会
保
障

平
和
委
員
会
や
地
域
組
合
員
な
ど
か
ら

集
約
し
た
６
２
７
筆
を
含
め
、
津
軽
保

健
全
体
と
し
て
は
２
４
０
０
筆
余
り
を

青
森
県
民
医
連
に
提
出
し
て
い
ま
す
。

　
議
案
書
で
は
「
平
和
を
守
る
」
こ
と

を
強
調
し
た
内
容
と
な
っ
て
お
り
、
社

会
保
障
を
守
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
の

記
載
が
不
十
分
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
医
療
費
窓
口
負
担
や
国
保
料
、

消
費
税
の
引
き
下
げ
、
原
発
推
進
政
策

や
辺
野
古
基
地
建
設
へ
の
反
対
、
核
兵

器
禁
止
条
約
署
名
の
問
題
、
受
療
権
を

守
る
運
動
な
ど
、
医
療
福
祉
生
協
連
や

全
日
本
民
医
連
、
青
森
県
民
医
連
の
方

針
に
結
集
し
て
、
各
種
団
体
と
も
協
力

し
な
が
ら
職
員
の
学
習
や
運
動
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
回　

答 

伊
藤
理
事
長

　
「
医
師
の
確
保
と
養
成
」
は
、
医
療

や
介
護
活
動
を
続
け
て
い
く
う
え
で
、

私
た
ち
が
乗
り
越
え
て
い
か
な
け
れ
ば

い
け
な
い
最
大
の
課
題
で
す
。
議
案
書

や
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
見
て
い
た
だ
け
れ
ば

お
分
か
り
の
通
り
、
一
医
療
機
関
と
し

て
は
や
や
大
風
呂
敷
を
広
げ
た
よ
う
な

平
和
の
課
題
、
社
会
の
有
り
様
な
ど
も

含
め
た
社
会
情
勢
が
、
地
域
の
健
康
を

守
っ
て
い
く
う
え
で
重
要
な
課
題
だ
と

認
識
し
て
い
ま
す
。
民
医
連
と
し
て
の

医
師
の
確
保
と
養
成
と
は
、
平
和
や
社

会
の
有
り
様
を
含
め
て
、
運
動
そ
の
も

の
を
引
っ
張
っ
て
い
く
後
継
者
づ
く
り

と
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。
単
に
診
療
だ

け
が
で
き
る
一
技
術
者
を
確
保
す
る
の

で
は
な
く
、
医
療
・
介
護
は
共
同
の
営

み
で
あ
り
、
自
分
が
身
に
つ
け
た
知
識

や
専
門
技
術
を
ど
の
よ
う
に
社
会
に
還

元
し
て
い
く
の
か
、
民
主
的
・
社
会
的

な
ス
タ
ン
ス
に
よ
っ
て
受
け
継
が
れ
て

い
く
べ
き
で
す
。
健
生
病
院
で
は
、
90

数
％
の
医
師
が
民
医
連
の
な
か
で
育
っ

て
き
た
生
え
抜
き
で
す
。
医
学
生
の
時

か
ら
、
私
た
ち
の
医
療
活
動
を
知
っ
て

い
た
だ
き
、
共
感
し
て
も
ら
う
、
一
緒

に
医
療
を
進
め
る
立
場
に
立
っ
て
も
ら

う
こ
と
が
重
要
で
す
。
医
学
生
に
対
す

る
民
医
連
の
基
本
的
目
標
は
２
つ
。
ひ

と
つ
は
民
医
連
・
医
療
生
協
の
後
継
者

を
育
て
る
こ
と
、
も
う
ひ
と
つ
は
学
生

と
い
う
立
場
で
あ
り
な
が
ら
も
、
共
に

医
療
福
祉
で
社
会
を
良
く
し
て
い
こ
う

と
い
う
パ
ー
ト
ナ
ー
を
育
て
る
こ
と
で

す
。
青
森
民
医
連
の
弘
前
事
務
所
で
は

医
学
生
へ
の
対
応
を
業
務
と
し
て
い
ま

す
。「
奨
学
生
会
議
」
は
ほ
ぼ
毎
月
行

わ
れ
、
ド
ク
タ
ー
が
担
当
し
て
医
学
生

10
人
く
ら
い
に
対
応
し
て
い
ま
す
。
ま

た
民
医
連
を
知
っ
て
い
る
受
験
生
を
増

や
す
た
め
に
「
高
校
生
１
日
医
師
体

験
」
を
、
青
森
・
八
戸
・
弘
前
を
中
心

に
年
10
回
ほ
ど
実
施
し
て
い
ま
す
。
医

学
生
に
食
事
を
提
供
支
援
す
る
「
エ
ー

ル
飯
」
に
は
、
週
２
回
20
人
か
ら
40
人

ほ
ど
が
集
ま
り
ま
す
。
ま
た
「
総
合
診

療
」
と
「
精
神
科
」「
緩
和
ケ
ア
」
の

定
期
学
習
会
や
医
学
生
実
習
の
受
け
入

れ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
首
都
圏
で
も
仙

台
や
東
京
の
大
学
に
ブ
ー
ス
を
出
し
説

明
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う

こ
と
を
や
り
な
が
ら
医
師
体
制
を
作
っ

て
い
き
ま
す
。
地
域
の
医
療
ニ
ー
ズ
は

圧
倒
的
に
総
合
診
療
分
野
に
あ
る
と
わ

れ
わ
れ
は
認
識
し
て
い
ま
す
。
一
人
の

医
師
が
ひ
と
つ
の
診
療
所
を
担
え
る
よ

う
に
な
る
ま
で
養
成
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
慢
性
疾
患
を
継
続
的
に
診
て
い
く
よ

う
な
、
サ
テ
ラ
イ
ト
の
診
療
所
は
是
が

非
で
も
作
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
、
不

可
欠
で
す
。
現
時
点
で
出
来
て
い
な
い

の
は
、
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。

　
津
軽
医
院
と
黒
石
診
療
所
の
事
業
再

編
の
件
は
、
わ
れ
わ
れ
も
議
案
書
に
ま

だ
分
か
り
や
す
く
書
け
な
い
し
、
材
料

が
揃
っ
て
い
な
い
部
分
も
あ
り
ま
す
。

み
な
さ
ん
か
ら
の
ご
発
言
・
ご
指
摘
は
、

的
を
射
て
い
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
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表
彰
の
部
一
覧

⑴
班
会
開
催
の
部

❶
３
年
連
続
指※
標
班
と
し
て
班
会

を
開
催
し
た
班
の
部

　

三
大
支
部
：
カ
ッ
コ
ー
班

　
　
　
　
　
　
　
　

野
ぶ
ど
う
班

　

田
舎
館
支
部
：
ト
ル
コ
き
き
ょ
う
班

　
　
　
　
　
　
　
　

カ
ト
レ
ア
班

　

大
鰐
碇
ヶ
関
支
部
：
め
ん
ち
ゃ
班

　

五
所
川
原
支
部
：
か
ま
や
班

❷
５
年
連
続
指
標
班
と
し
て
班
会

を
開
催
し
た
班
の
部

　

時
敏
支
部
：
年
金
健
康
班

　

下
町
支
部
：
羽
馬
菜
子
班

　
　
　
　
　
　
　
　

栄
町
い
ず
み
班

　

四
中
さ
く
ら
支
部
：
花
み
ず
き
班

　

四
中
り
ん
ご
支
部
：
美
欧
羅
班

　

南

支

部
：
ハ
ー
ト
班

　

中
里
支
部
：
宮
野
沢
班

⑵
総
代
・
支
部
役
員
・

担
い
手
と
し
て
活
動
し

５
年
を
経
た
組
合
員

　

時
敏
支
部
：
２
名

　

和
徳
支
部
：
10
名

　

北
東
支
部
：
１
名

　

河
西
支
部
：
１
名

　

下
町
支
部
：
４
名

　

大
成
支
部
：
４
名

　

三
大
支
部
：
１
名

　

文
京
支
部
：
３
名

　

四
中
さ
く
ら
支
部
：
７
名

　

四
中
り
ん
ご
支
部
：
10
名

　

五
中
支
部
：
３
名

　

東
中
支
部
：
２
名

　

南

支

部
：
９
名

　

北

支

部
：
１
名

　

岩
木
支
部
：
１
名

　

相
馬
支
部
：
２
名

　

目
屋
支
部
：
１
名

　

黒
石
支
部
：
１
名

　

尾
上
支
部
：
５
名

　

平
賀
支
部
：
８
名

　

大
鰐
碇
ヶ
関
支
部
：
２
名

　

浪
岡
支
部
：
９
名

　

常
盤
支
部
：
１
名

　

藤
崎
支
部
：
１
名

　

板
柳
支
部
：
２
名

　

鶴
田
支
部
：
１
名

※
指
標
班
と
は

①
班
長
が
選
出
さ
れ
て
い
る

②
機
関
紙
が
配
布
さ
れ
て
い
る

③
年
３
回
以
上
班
会
を
開
い

て
い
る

④
全
国
四
課
題
に
取
り
組
ん

で
い
る

　

時
敏
支
部
：
名
久
井
フ
子

　

北
東
支
部
：
溝
江　

定
義

　

河
西
支
部
：
三
浦　

さ
ち

　
　
　
　
　
　
　
　

土
屋　

悦
子

　

大
成
支
部
：
福
士　

ク
ミ

　
　
　
　
　
　
　
　

高
橋　
　

浩

　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤　

洌
子

　

三
大
支
部
：
山
本
由
紀
子

　

四
中
り
ん
ご
支
部
：
今　
　

廣
明

　
　
　
　
　
　
　
　

小
山
内
陽
子

　
　
　
　
　
　
　
　

成
田　

ツ
セ

　
　
　
　
　
　
　
　

千
嶋　

京
子

　

五
中
支
部
：
古
川　

節
子

　
　
　
　
　
　
　
　

登
嶋
せ
つ
子

　

東
中
支
部
：
村
元　

春
雄

　
　
　
　
　
　
　
　

岩
渕　
　

勉

　

南
中
央
支
部
：
工
藤　

ツ
ヤ

　
　
　
　
　
　
　
　

黒
滝　

ミ
ヤ

　
　
　
　
　
　
　
　

小
枝　

せ
つ

　

北

支

部
：
高
橋　

弘
子

　
　
　
　
　
　
　
　

大
瀬
ハ
チ
ヱ

　
　
　
　
　
　
　
　

髙
橋
カ
ツ
子

生
協
活
動
に
貢
献
し
た
総
代
・
支
部
役
員
・
担
い
手
で
第
一
線
か
ら
退
い
た
組
合
員
の
部

　
　
　
　
　
　
　
　

下
山　

ひ
さ

　
　
　
　
　
　
　
　

石
岡　

徳
一

　

岩
木
支
部
：
菊
池　

き
ぬ

　

田
舎
館
支
部
：
成
田　

京
子

　
　
　
　
　
　
　
　

岩
間　

ア
サ

　

平
賀
支
部
：
葛
西　

チ
子

　
　
　
　
　
　
　
　

阿
部　

み
ゑ

　
　
　
　
　
　
　
　

太
田　

縫
子

　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤
ゆ
き
子
（
故
人
）

　

浪
岡
支
部
：
工
藤　

亮
子

　
　
　
　
　
　
　
　
奈
良
岡
ム
ツ
子

　
　
　
　
　
　
　
　

斉
藤　

敏
子

　

板
柳
支
部
：
成
田　

美
恵

　
　
　
　
　
　
　
　

福
士
キ
ミ
エ

　
　
　
　
　
　
　
　

福
士　

恵
子

　

五
所
川
原
支
部
：
新
岡　

絹
子

　
　
　
　
　
　
　
　

加
藤　

良
美

　
　
　
　
　
　
　
　

棟
方
フ
ミ
エ

　
　
　
　
　
　
　
　

岩
渕　

キ
ミ

　

金
木
支
部
：
田
中　

よ
ね
（
故
人
）

　

鰺
ヶ
沢
支
部
：
一
戸　

忠
久

　

五
所
川
原
支
部
：
５
名

　

金
木
支
部
：
１
名

　

中
里
支
部
：
１
名

　

小
泊
支
部
：
１
名

　

木
造
新
田
支
部
：
１
名

�

計
１
０
１
名

⑶
特
別
表
彰
の
部

❶
四
課
題
中
、
３
課
題
以
上

を
達
成
し
た
支
部
の
部

時
敏
支
部
、
五
中
支
部
、

五
所
川
原
支
部
、
中
里
支

部
、
木
造
新
田
支
部

❷
新
聞
配
布
者
を
10
名
以
上

増
や
し
た
支
部
の
部

該
当
支
部
な
し

5月25日
三大支部　19名参加

5月17日
大成支部　17名参加

5月17日
小泊支部　12名参加

5月24日
中里支部　12名参加

5月22日
下町支部　28名参加

5月23日
時敏支部　18名参加

5月17日
東中支部　20名参加

5月20日
河西支部　16名参加

5月20日
五所川原支部　40名参加

5月20日
板柳支部　23名参加

5月19日
深浦岩崎支部　16名参加

5月27日
北支部　14名参加

5月27日
和徳支部　26名参加

6月16日
北東支部　22名参加

5月25日
鰺ヶ沢支部　13名参加

5月17日
鶴田支部　12名参加

各地各地でで支部総会支部総会をを開催開催
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医
師
紹
介
コ
ー
ナ
ー

　

み
な
さ
ん
、
こ
ん
に
ち

は
。
健
生
病
院
研
修
医
２
年

目
の
青
木
芽
で
す
。
去
年
の

４
月
に
入
職
し
、
日
々
の
業

務
に
追
わ
れ
て
い
る
う
ち
に

２
年
目
研
修
医
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。
ロ
ー
テ
ー
ト
の
関

係
上
、
１
年
目
研
修
医
の
挨

拶
な
ど
を
聞
く
こ
と
は
で
き

な
か
っ
た
の
で
す
が
、
た
ま

に
戻
る
健
生
病
院
で
頑
張
っ

て
い
る
１
年
目
の
フ
レ
ッ
シ

ュ
な
姿
が
眩
し
い
で
す
。

　
自
分
が
入
職
し
た
ば
か
り

の
頃
は
、
２
年
目
研
修
医
は

２
年
目
研
修
医

　
　
青
木
　
　
芽 

医
師

ど
の
よ
う
な
医
師
に

頼
れ
る
先
輩
方
で
、
自
分
は

１
年
間
で
こ
こ
ま
で
成
長
で

き
る
の
だ
ろ
う
か
と
不
安
を

感
じ
て
い
ま
し
た
。
今
、
実

際
に
自
分
が
２
年
目
に
な
っ

て
み
る
と
、
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
も
多
い
で
す

が
、
自
分
の
で
き
な
さ
を
実

感
す
る
機
会
も
多
く
、
こ
ん

な
自
分
が
１
年
目
の
研
修
医

を
指
導
し
て
良
い
の
だ
ろ
う

か
と
迷
う
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
幸
い
に
も
同
期
が
沢
山

い
る
世
代
な
の
で
、
得
意
そ

う
な
同
期
に
指
導
を
任
せ
た

り
、
１
年
目
と
一
緒
に
上
級

医
の
指
導
を
受
け
た
り
し
て

い
ま
す
。

　
ま
だ
医
師
に
な
っ
て
２
年

目
な
の
で
、
後
進
を
育
て
る

機
会
は
多
く
な
い
で
す
が
、

「
教
え
る
」
と
い
う
こ
と
の

難
し
さ
に
頭
を
悩
ま
せ
る
こ

と
も
多
い
で
す
。
相
手
が
知

り
た
い
こ
と
を
、
そ
の
人
の

パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
や
目
標
に

応
じ
て
、
内
容
の
正
確
さ
は

損
な
わ
ず
に
伝
え
方
を
工
夫

す
る
。
指
導
を
受
け
る
立
場

の
時
は
、
指
導
医
の
先
生
の

思
考
過
程
を
全
て
知
り
た
い

と
考
え
て
い
ま
し
た
が
、
そ

れ
が
い
か
に
困
難
な
こ
と
か

実
感
し
ま
し
た
。

　
２
年
目
の
目
標
は
、
自
分

の
不
足
し
て
い
る
部
分
、
得

意
と
す
る
部
分
を
自
覚
し
、

研
修
中
に
そ
れ
ら
を
補
い
、

伸
ば
し
て
い
く
こ
と
で
す
。

並
行
し
て
初
期
研
修
終
了
後

に
、
ど
の
よ
う
な
医
者
に
な

り
た
い
の
か
、
ど
う
い
う
医

療
を
行
い
た
い
の
か
を
考

え
、
そ
れ
を
踏
ま
え
た
研
修

が
で
き
る
よ
う
に
頑
張
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

昨
年
の
春
入
職
し
た
研
修
医
の
み
な
さ
ん
か
ら
日
々
の
思
い
を
寄
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

集
特

応
募
方
法

１
味
噌
汁
や
和
え
物
、
ご
飯
に
混

ぜ
た
り
し
て
も
美
味
し
い
海
藻

４
山
よ
り
は
低
い
が
平
地
よ
り
は

小
高
い

５
色
々
な
シ
ロ
ッ
プ
を
か
け
て
食

べ
る
、
暑
い
季
節
の
甘
味
で
す

６
小
説
、
図
鑑
、
漫
画
。
色
々
な

種
類
が
あ
り
ま
す

７
深
い
紫
色
の
花
ビ
ラ
が
特
徴
。

パ
ン
ジ
ー
や
ビ
オ
ラ
も
こ
の
仲

間

２
無
遅
刻
・
無
欠
席
。
―

―
―
賞

３
船
が
流
れ
な
い
よ
う
に

水
底
に
沈
め
る

４
三
匹
の
こ
ぶ
た
、
赤
ず

き
ん
…
。
童
話
に
よ
く

登
場
す
る
動
物
で
す

５
や
れ
る
こ
と
を
や
っ
た

ら
、
あ
と
は
信
じ
て
結

果
を
待
つ
の
み
。
―
―

―
は
寝
て
待
て

《
タ
テ
の
カ
ギ
》

《
ヨ
コ
の
カ
ギ
》

1

5

6

2

 

 

7

4

 

3

《ヒント》（５文字）
目隠しをして
いざ挑戦！

▼
と
き
方
＝
カ
ギ
に
従
っ
て
マ
ス
目
を
う
め

て
下
さ
い
。
二
重
の
枠
の
中
に
入
っ
た
文

字
を
う
ま
く
つ
な
げ
る
と
ひ
と
つ
の
言
葉

（
答
え
）
に
な
り
ま
す
。

▼
ハ
ガ
キ
や
メ
ー
ル
で
パ
ズ
ル
の
答
え
と
、

「
興
味
を
感
じ
た
記
事
」
や
、
日
頃
の
想

い
、
身
の
ま
わ
り
の
こ
と
を
ご
記
入
下
さ

い
。
お
た
よ
り
は
一
部
紙
面
に
掲
載
さ
せ

て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
（
紙
上
ペ
ン
ネ
ー
ム
可
）

▼
締
切
日
7
月
20
日
必
着
。
正
解
者
か
ら
10

人
に
Ｑ
Ｕ
Ｏ
カ
ー
ド
を
お
贈
り
し
ま
す
。

▼
送
り
先　
〒
０
３
６

−

８
０
４
５

　
弘
前
市
野
田
２
丁
目
２
の
１

　
津
軽
保
健
生
協
・
健
康
パ
ズ
ル
係

　
Ｅ
メ
ー
ル

　

kenkou@
tsugaru-health.coop

第
726
号
（
６
／
１
付
）
パ
ズ
ル
の

正
解
「
ア
ジ
サ
イ
＝
紫
陽
花
」

1

5

6

2

7

4

3

ア

カ
レ
ー

ネ
ク
タ
イ

ゴ

ツ

テ

サ
ム
ラ
イ

ワ
ギ
リ

ジ
（
弘
　
前
　
市
）
　
石
田
　
静
枝

澤
田
　
頼
子

米
澤
　
ま
み

（
青
　
森
　
市
）
　
鎌
田
　
敏
子

（
黒
　
石
　
市
）
　
鈴
木
　
彩
子

　
大
矢
　
順
子

（
藤
　
崎
　
町
）
　
工
藤
　
と
き

（
大
　
鰐
　
町
）
　
工
藤
恵
美
子

（
鯵
ヶ
沢
町
）
　
齋
藤
　
ひ
ろ

（
中
　
泊
　
町
）
　
小
寺
　
雄
三

　

正
解
者
多
数
の
た
め
、
抽
選
で

次
の
10
名
の
方
に
Ｑ
Ｕ
Ｏ
カ
ー
ド

を
差
し
上
げ
ま
す
。
（
敬
称
略
）

すくすくエンジェル

４ヵ月健診のあかちゃんたちです

浅利　珀
はく

和
な

ちゃん
優しくたくましい男に

なれ～！

髙橋　楓
ふう

華
が

ちゃん
すくすく大きく
大成長してね♡

對馬　柊
しゅう

伍
ご

ちゃん

前山　立
りつ

樹
き

ちゃん

かわいい柊ちゃん
大好きだよ♡

元気に大きく、
大きく育ってね。

川越　楓
ふう

真
ま

ちゃん

對馬　瑠
る な

那ちゃん

ゆっくり大きくなってね♡

これから
たくさん遊ぼうね。

千葉　丈
じょう

慈
じ

ちゃん

石岡　朔
さく

ちゃん

たくさん飲んで大きくなっ
てね。みれいと仲良くね♡

元気に大きく育ってね。

須藤　凱
かい

璃
り

ちゃん

中村　真
まな

鳳
ほ

ちゃん

毎日いろんな表情を見せて
くれるようになったね♡

お兄ちゃんと楽しく遊ん
で大きくなってね。

本間　塁
るい

ちゃん

江良　桜
お と

乙ちゃん

いつも笑顔をありがとう♡
元気に育ってね！

元気にすくすく
育ってね！！

中嶋　柊
し ゅ な

月ちゃん

鎌田　蓮
れ お ん

桜ちゃん

すくすく大きくなってね。
大好きだよ♡

すくすく元気に育って
ほしいですね。

吹田　旭
あさ

基
き

ちゃん
お兄ちゃんと仲良く、
元気に育ってね！

佐々木　碧
あお

斗
と

ちゃん
元気に大きくなってね！
お兄ちゃんとも仲良くね♡

江原　大
たい

河
が

ちゃん
元気にすくすく育ってね♡

佐藤　朱
しゅ

莉
り

ちゃん
すくすく育ってね♡

村上　織
り

愛
あ

ちゃん
お姉ちゃんも、パパとママと見守っ
てるよ★元気に健康に育ってネ♡

月　日 支部名 実施場所 時　間

7月
12日㈬ ハローワーク弘前 10:00

～11:30
7月
19日㈬ 板 柳 いきいきセンター 10:00

～11:30
7月
22日㈯ 黒 石 メガ黒石店 10:00

～11:30
7月
22日㈯ 北 東 ユニバース堅田店 13:30

～15:00
7月
22日㈯ 平 賀 マックスバリュ平賀店 13:30～15:00
7月
27日㈭ 尾 上 さとちょう尾上店 10:00

～11:30
7月
29日㈯ 北 さとちょう高杉店 10:00

～11:30
7月
30日㈰ 三 大 マックスバリュ

安原店
10:00
～11:30

7月
30日㈰ 南石川 サンフェスタ

いしかわ
10:00
～11:30

8月
7日㈪ 岩 木 さとちょう

岩木店
15:00
～16:30

8月
18日㈮ 和 徳 コープ和徳店 15:00

～16:30
8月
23日㈬

四 中
りんご さとちょう大原店 15:00

～16:30

2023年度
まちかどまちかど

健康チェック健康チェック

《
６
面
～
７
面
に
続
く
》

6月23日現在
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こ
ん
に
ち
は
、
２
年
目
初

期
研
修
医
の
村
田
耀
で
す
。

健
生
病
院
に
入
職
し
て
か
ら

１
年
が
経
ち
ま
す
が
、
思
い

返
す
と
長
い
よ
う
で
あ
っ
と

い
う
間
だ
っ
た
よ
う
に
感
じ

　

入
職
し
て
か
ら
こ
れ
ま

で
、
今
ま
で
経
験
し
た
こ
と

が
な
い
く
ら
い
の
さ
ま
ざ
ま

な
出
来
事
が
あ
り
、
振
り
返

れ
ば
あ
っ
と
い
う
間
に
１
年

が
過
ぎ
て
い
ま
し
た
。

　
昨
年
は
入
職
し
た
て
の
何

も
分
か
ら
な
い
状
態
か
ら
、

　
こ
ん
に
ち
は
。
研
修
医
２

年
目
の
和
田
尊
行
で
す
。
２

０
２
２
年
４
月
１
日
、
健
生

病
院
に
入
職
し
、
気
づ
け
ば

１
年
２
ヵ
月
が
経
過
し
ま
し

た
。
臨
床
研
修
も
残
す
と
こ

ろ
10
ヵ
月
と
な
り
、
専
門
研

２
年
目
研
修
医

　
　
村
田
　
耀 

医
師

２
年
目
研
修
医

　
　
髙
橋
　
亜
実 

医
師

２
年
目
研
修
医

　
　
和
田
　
尊
行 

医
師

ま
す
。

　
こ
の
１
年
で
内
科
、
総
合

診
療
科
、
外
科
、
救
急
外

来
、
小
児
科
、
整
形
外
科
、

産
婦
人
科
、
地
域
医
療
、
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
と
、

多
く
の
科
を
ロ
ー
テ
ー
ト
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
大
学
時
代
は
コ
ロ
ナ
感
染

症
の
リ
ス
ク
か
ら
、
実
習
が

中
止
に
な
る
こ
と
が
多
く
、

ほ
ぼ
初
め
て
の
ロ
ー
テ
ー
ト

と
な
る
科
も
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
実
際
に
患
者
さ
ん

を
受
け
持
ち
、
病
態
を
学
ん

だ
り
、
診
断
や
治
療
を
し
た

担
当
の
患
者
さ
ん
を
受
け
持

つ
よ
う
に
な
り
、
家
に
帰
っ

て
か
ら
も
入
院
患
者
さ
ん
の

こ
と
が
心
配
で
気
持
ち
の
切

り
替
え
が
で
き
な
い
時
期
も

あ
り
ま
し
た
。

　
３
ヵ
月
ほ
ど
経
過
し
た
こ

ろ
に
は
、
持
病
が
発
覚
し
た

こ
と
や
、
私
生
活
で
の
ち
ょ

っ
と
し
た
失
敗
、
当
直
中
の

無
力
感
な
ど
が
重
な
り
、
ご

飯
を
食
べ
な
が
ら
涙
が
あ
ふ

れ
て
き
た
こ
と
も
今
と
な
っ

て
は
い
い
思
い
出
で
す
。

　
そ
ん
な
こ
と
が
あ
り
つ
つ

も
、
自
分
の
今
の
到
達
度
を

修
へ
と
移
行
し
ま
す
。
ま
さ

に
光
陰
矢
の
ご
と
し
で
あ
る

と
実
感
し
て
い
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
が
５
類
感
染
症
に
移
行

し
た
５
月
か
ら
約
１
ヵ
月
が

経
ち
ま
し
た
が
、
同
病
に
対

す
る
世
間
の
対
応
も
変
わ
り

つ
つ
あ
り
ま
す
。
当
然
で
す

が
、
５
類
感
染
症
に
移
行
し

た
か
ら
と
い
っ
て
、
症
状
や

病
態
ま
で
は
変
わ
り
ま
せ

ん
。
引
き
続
き
、
感
染
対
策

に
気
を
付
け
つ
つ
、
う
ま
く

付
き
合
っ
て
い
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

い
つ
も
新
鮮
で
充
実

医
師
紹
介
コ
ー
ナ
ー

さ
ら
な
る
挑
戦
を

医
師
紹
介
コ
ー
ナ
ー

謙
虚
さ
と
向
上
心
を

医
師
紹
介
コ
ー
ナ
ー

り
し
て
い
く
中
で
、
参
考
書

の
知
識
を
実
際
に
使
っ
て
い

く
こ
と
の
難
し
さ
を
知
り
、

自
分
の
未
熟
さ
を
痛
感
す
る

こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し

た
。

　
特
に
入
職
し
た
て
の
こ
ろ

は
右
も
左
も
わ
か
ら
な
い
中

で
、
覚
え
る
べ
き
こ
と
が
無

数
に
あ
る
よ
う
に
思
え
ま
し

た
。
そ
れ
で
も
、
私
の
代
は

10
人
の
初
期
研
修
医
が
入
職

し
た
の
で
、
同
期
に
悩
み
を

相
談
し
、
一
緒
に
学
ん
で
い

く
こ
と
が
で
き
た
の
で
と
て

も
心
強
か
っ
た
で
す
。

客
観
的
に
捉
え
直
し
、
日
々

同
期
や
上
級
医
の
先
生
方
、

担
当
患
者
さ
ん
、
一
緒
に
働

く
職
員
の
方
々
と
色
々
な
話

を
し
て
い
く
う
ち
に
、
焦
ら

ず
目
の
前
の
こ
と
に
取
り
組

め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た

の
だ
と
感
じ
ま
す
。

　
研
修
や
業
務
に
慣
れ
て
か

ら
は
、
日
々
の
仕
事
や
勉
強

だ
け
で
な
く
医
学
生
と
関
わ

る
活
動
に
積
極
的
に
参
加
し

た
り
、
編
み
物
や
畑
仕
事
、

登
山
と
い
っ
た
趣
味
の
時
間

も
並
行
し
て
作
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
ど
れ
も
こ
れ

　
「
悔
し
い
な
ぁ
。
何
か
１

つ
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

も
、
ま
た
す
ぐ
目
の
前
に
分

厚
い
壁
が
あ
る
ん
だ
。
す
ご

い
人
は
も
っ
と
ず
っ
と
先
の

と
こ
ろ
で
戦
っ
て
い
る
の

に
、
俺
は
ま
だ
そ
こ
に
行
け

な
い
。
何
か
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
も
ま
た
分
厚
い
壁
に

ぶ
ち
当
た
る
」。
鬼
滅
の
刃

よ
り
、
竈
門
炭
治
郎
氏
の
台

詞
で
す
が
、
今
ま
さ
に
そ
の

通
り
だ
な
と
実
感
し
て
お
り

ま
す
。
三
歩
進
ん
で
二
歩
下

が
る
ど
こ
ろ
か
、
三
歩
進
め

た
と
思
っ
た
ら
十
歩
く
ら
い

　
２
年
目
に
な
り
、
日
々
の

業
務
で
少
し
ず
つ
で
き
る
こ

と
が
増
え
て
き
た
よ
う
に
思

い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
ま
だ

ま
だ
で
き
な
い
こ
と
や
わ
か

ら
な
い
こ
と
ば
か
り
で
す

が
、
ま
わ
り
の
方
々
に
一
つ

ず
つ
教
え
て
い
た
だ
き
な
が

ら
、
毎
日
新
し
い
こ
と
に
触

れ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
い

つ
も
新
鮮
で
充
実
し
て
い
ま

す
。

　
今
後
は
、
医
学
的
な
知
識

は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
家
族

関
係
や
経
済
状
況
な
ど
で
困

難
を
生
じ
て
い
る
場
合
も
対

応
で
き
る
よ
う
、
幅
広
い
知

識
を
身
に
着
け
て
い
き
た
い

で
す
。

も
自
分
に
と
っ
て
大
切
な
こ

と
で
す
が
、
そ
れ
ら
を
諦
め

る
こ
と
な
く
続
け
て
く
る
こ

と
が
で
き
た
の
で
、
本
当
に

充
実
し
た
１
年
間
に
な
っ
た

と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
今
は
２
年
目
に
な
り
、
後

輩
の
先
生
方
も
入
っ
て
き

て
、
去
年
と
は
違
う
ス
テ
ー

ジ
に
入
っ
た
こ
と
を
実
感
し

て
い
ま
す
。
初
期
研
修
を
無

事
に
終
え
る
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
で
す
が
、
そ
の
後
自
分
が

ど
ん
な
場
で
ど
の
よ
う
に
働

い
て
い
く
か
を
見
据
え
、
今

年
度
は
さ
ら
に
多
く
の
こ
と

に
挑
戦
し
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
早
い
も
の
で
研
修
医
２
年

目
と
な
り
ま
し
た
、
神
崎
風

弥
と
申
し
ま
す
。
去
年
一
年

そ
れ
ぞ
れ
の
科
で
や
る
べ
き

こ
と
を
必
死
で
や
っ
て
き
た

２
年
目
研
修
医

　
　
神
崎
　
風
弥 

医
師

つ
も
り
で
す
が
、
こ
う
し
て

入
職
の
時
の
自
分
を
振
り
返

っ
て
み
る
と
成
長
と
い
う
の

は
地
道
な
も
の
だ
な
と
感
じ

て
お
り
ま
す
。
ひ
と
え
に
ス

タ
ッ
フ
の
皆
様
と
指
導
医
の

先
生
方
、
患
者
さ
ん
の
お
か

げ
で
す
が
、
少
し
ず
つ
こ
れ

か
ら
の
医
療
を
担
う
も
の
と

し
て
の
実
感
を
見
い
だ
し
な

が
ら
、
仕
事
に
向
き
合
っ
て

い
る
こ
の
頃
で
す
。

　
私
達
は
研
修
医
と
い
う
立

場
で
診
療
の
現
場
に
関
わ
っ

て
お
り
、
仕
事
を
実
際
に
し

な
が
ら
研
修
を
す
る
と
い
う

周
り
の
力
を
借
り
て

医
師
紹
介
コ
ー
ナ
ー

形
で
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。
そ
の
中
で
大

切
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
は
、
い
か
に
自
分
が
関

わ
る
こ
と
に
よ
っ
て
診
療
の

質
を
落
と
さ
ず
に
研
修
を
し

て
い
く
か
と
い
う
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。
日
々
の
診
療
の

中
で
自
分
だ
け
で
判
断
で
き

る
こ
と
は
そ
う
多
く
な
い
の

が
現
状
で
す
。
そ
の
中
で
学

ん
で
き
た
こ
と
は
、
自
分
だ

け
で
対
処
し
よ
う
と
す
る
の

で
は
な
く
、
周
り
の
力
を
適

切
に
借
り
て
チ
ー
ム
と
し
て

対
処
し
て
い
く
こ
と
が
求
め

ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

チ
ー
ム
の
中
で
自
分
の
で
き

る
こ
と
を
着
実
に
こ
な
し
、

そ
の
で
き
る
こ
と
を
す
こ
し

ず
つ
増
や
し
て
い
く
こ
と
が

医
療
者
と
し
て
の
成
長
な
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
今
後
研
修
を
終
え
て

専
門
研
修
に
入
っ
て
も
一
人

で
判
断
せ
ず
、
意
見
を
仰
い

で
み
ん
な
で
決
め
て
い
く
こ

と
は
大
切
な
こ
と
の
よ
う
に

思
い
ま
す
。

　
こ
の
一
年
困
難
な
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
が
、
大
切
な
こ

と
を
学
べ
た
貴
重
な
一
年
で

し
た
。
ま
だ
ま
だ
未
熟
で
す

が
、
今
後
も
精
進
し
て
参
り

ま
す
。

下
が
っ
て
い
る
気
が
し
ま

す
。
上
級
医
に
も
ス
タ
ッ
フ

に
も
患
者
さ
ん
に
も
迷
惑
を

か
け
て
ば
か
り
で
す
。

　
自
分
を
含
め
た
10
人
の
同

期
で
研
修
医
生
活
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
が
、
気
づ
け
ば

同
期
の
先
生
方
は
自
分
よ
り

も
か
な
り
前
の
方
に
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。
自
分
は
医
師

に
向
い
て
い
な
い
、
自
分
は

い
ら
な
い
存
在
だ
と
思
う
毎

日
で
す
が
、
そ
う
は
言
っ
て

も
泣
き
言
ば
か
り
で
は
ど
う

に
も
な
り
ま
せ
ん
。

　
謙
虚
さ
と
向
上
心
を
忘
れ

ず
に
、
初
心
に
返
っ
て
残
り

の
研
修
も
笑
顔
を
忘
れ
ず
に

が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
で
す
。
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入
職
し
て
か
ら
こ
の
間
を

振
り
返
る
と
、
さ
ま
ざ
ま
な

患
者
・
患
者
家
族
と
出
会

い
、
本
当
に
色
々
な
経
験
を

さ
せ
て
も
ら
っ
た
と
感
じ
る
。

　
初
期
研
修
医
２
年
目
の
長

尾
万
里
華
と
申
し
ま
す
。

　

入
職
し
て
か
ら
の
約
１

年
、
多
く
の
新
し
い
知
識
や

技
術
を
学
ぶ
と
と
も
に
、
患

者
さ
ん
と
接
す
る
こ
と
を
通

じ
て
、
医
療
の
大
切
さ
や
医

療
従
事
者
が
果
た
す
べ
き
役

　
こ
ん
に
ち
は
、
研
修
医
２

年
目
に
な
り
ま
し
た
白
戸
で

す
。
気
づ
け
ば
一
年
の
月
日

が
経
過
し
、
学
び
の
多
い
毎

日
に
圧
倒
さ
れ
な
が
ら
も
充

２
年
目
研
修
医

　
　
佐
々
木
有
貴 

医
師

２
年
目
研
修
医

　
　
白
戸
　
蓮 

医
師

２
年
目
研
修
医

　
　
長
尾
万
里
華 

医
師

よ
り
一
層
の
精
進
を

　
昨
年
の
春
先
、
私
は
全
然

何
も
で
き
な
か
っ
た
。
私
は

医
師
国
家
試
験
に
合
格
し
た

だ
け
で
、
実
際
の
現
場
で

は
、
こ
れ
ま
で
勉
強
し
て
き

た
知
識
が
す
ぐ
に
役
立
つ
こ

と
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
で
き

る
こ
と
も
ほ
ん
の
わ
ず
か
だ

っ
た
。
そ
の
た
め
、
当
初
は

無
力
感
を
感
じ
る
ば
か
り
で

憂
鬱
な
日
々
だ
っ
た
。
今
で

も
で
き
る
こ
と
は
多
く
な
い

が
、
そ
れ
で
も
入
職
し
た
当

初
に
比
べ
た
ら
で
き
る
こ
と

は
増
え
憂
鬱
に
感
じ
る
日
は

減
っ
た
。

割
の
重
要
性
を
再
認
識
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
入

院
・
外
来
問
わ
ず
、
患
者
さ

ん
の
身
体
的
な
苦
痛
だ
け
で

な
く
、
心
理
的
苦
痛
に
も
配

慮
し
た
対
応
を
日
々
心
が
け

る
こ
と
で
、
患
者
さ
ん
と
の

信
頼
関
係
の
構
築
、
面
会
制

限
が
あ
る
中
で
も
ご
家
族
の

方
と
の
良
好
な
関
係
性
の
構

築
、
そ
し
て
医
療
の
質
の
向

上
に
も
繋
が
る
こ
と
を
実
感

す
る
日
々
で
し
た
。

　
ま
だ
ま
だ
未
熟
者
で
は
ご

ざ
い
ま
す
が
、
今
後
も
継
続

的
に
学
び
を
深
め
、
地
域
の

実
し
た
時
間
を
過
ご
し
て
い

ま
す
。

　
２
年
目
に
な
り
後
輩
の
研

修
医
が
入
っ
た
こ
と
で
、
過

去
の
自
分
を
思
い
出
す
こ
と

が
最
近
増
え
て
い
ま
す
。

　
日
々
で
き
な
い
こ
と
に
出

会
い
、
無
力
感
に
襲
わ
れ
、

医
師
と
い
う
職
業
と
の
向
き

合
い
方
に
つ
い
て
葛
藤
し
て

い
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま

す
。
そ
の
感
覚
は
今
で
も
残

っ
て
い
ま
す
が
、
あ
る
程
度

時
間
が
解
決
し
て
く
れ
た
側

面
も
大
き
い
な
と
今
に
な
っ

て
思
い
ま
す
。

医
師
紹
介
コ
ー
ナ
ー

果
た
す
べ
き
役
割

医
師
紹
介
コ
ー
ナ
ー

初
心
を
忘
れ
な
い

医
師
紹
介
コ
ー
ナ
ー

　
上
級
医
の
先
生
方
、
看
護

師
や
他
の
ス
タ
ッ
フ
の
方
々

に
優
し
く
、
時
に
厳
し
く
指

導
し
て
い
た
だ
い
た
。
同
期

研
修
医
に
は
励
ま
さ
れ
た
り

競
争
心
を
煽
ら
れ
た
り
し
な

が
ら
切
磋
琢
磨
し
て
き
た
。

そ
の
よ
う
な
周
囲
の
環
境
に

対
し
て
非
常
に
恵
ま
れ
て
い

る
と
日
々
感
じ
る
。

　

患
者
と
日
々
接
す
る
中

で
、
中
身
に
つ
い
て
勉
強
不

足
を
痛
感
す
る
こ
と
も
あ
れ

ば
、
外
身
に
つ
い
て
言
い

方
・
話
し
方
を
よ
り
わ
か
り

や
す
く
出
来
た
の
で
は
な
い

医
療
に
貢
献
で
き
る
医
師
を

目
指
し
て
邁
進
す
る
所
存
で

す
。

　
何
卒
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
程

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
不
安
を
少
し

で
も
取
り
除
い
て
あ
げ
ら
れ

る
よ
う
、
後
輩
に
伝
え
て
い

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
医
師
に
な
っ
て
か
ら
、

患
者
と
し
て
の
視
点
が
無
意

識
に
抜
け
落
ち
て
し
ま
っ
て

い
る
こ
と
が
あ
る
こ
と
に
、

後
輩
の
教
育
の
中
で
気
づ
き

ま
し
た
。

　
医
療
者
と
し
て
こ
う
す
る

の
は
当
然
で
あ
る
と
か
、
患

者
は
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
求

め
て
い
る
に
違
い
な
い
と
い

っ
た
パ
タ
ー
ナ
リ
ズ
ム
に
、

研
修
医
な
が
ら
陥
っ
て
し
ま

か
と
後
悔
す
る
こ
と
も
あ

る
。
そ
れ
で
も
患
者
の
体
調

が
改
善
し
て
感
謝
し
て
帰
る

と
き
は
、
こ
ち
ら
こ
そ
至
ら

な
い
の
に
治
療
を
頑
張
っ
て

く
れ
て
い
る
と
、
胸
が
熱
く

な
る
。

　
医
師
は
、
外
来
の
患
者
で

あ
れ
入
院
中
の
患
者
で
あ

れ
、
少
な
か
ら
ず
健
康
や
命

の
責
任
を
負
う
と
い
う
一
面

が
あ
る
。
手
術
が
必
要
な
病

気
や
重
い
病
気
で
あ
れ
ば
よ

り
一
層
強
く
責
任
を
感
じ
、

身
の
締
ま
る
思
い
が
す
る
。

信
頼
で
き
る
信
頼
さ
れ
る
医

師
に
な
る
べ
く
こ
れ
か
ら
も

よ
り
一
層
精
進
し
て
い
く
所

存
だ
。

　
健
生
病
院
2
年
目
研
修
医

の
嶋
中
と
申
し
ま
す
。
私
事

で
は
あ
り
ま
す
が
こ
れ
ま
で

を
振
り
返
り
、
簡
単
で
す
が

感
想
を
述
べ
た
い
と
思
い
ま

す
。

２
年
目
研
修
医

　
　
嶋
中
　
拓
弥 

医
師

　
私
は
研
修
医
が
前
線
で
活

躍
し
、
か
つ
患
者
―
医
療
間

の
距
離
が
近
い
点
に
魅
力
を

感
じ
、
健
生
病
院
で
の
２
年

研
修
を
決
心
し
て
入
職
致
し

ま
し
た
。
予
想
は
し
て
い
ま

し
た
が
、
入
職
当
初
は
仕
事

内
容
の
大
半
が
初
め
て
で
ス

タ
ッ
フ
と
の
連
携
も
難
し

く
、
理
想
と
現
実
の
差
に
悩

む
こ
と
も
多
か
っ
た
で
す
。

　
こ
こ
で
、
野
球
の
名
選
手

で
あ
る
鈴
木
一
朗
選
手
の
言

葉
で
自
分
も
常
に
意
識
し
て

い
る
も
の
が
あ
る
の
で
ご
紹

介
し
ま
す
。「
効
率
よ
い
最

焦
ら
ず
一
歩
ず
つ

医
師
紹
介
コ
ー
ナ
ー

短
ル
ー
ト
で
目
標
に
到
達
し

て
も
選
手
と
し
て
の
深
み
は

で
な
い
」。「
他
人
よ
り
努
力

す
る
こ
と
な
ん
て
到
底
で
き

な
い
。
秤
は
常
に
自
分
の
中

に
し
か
な
い
」。「
無
駄
な
こ

と
な
ん
て
何
一
つ
な
い
。
遠

回
り
に
こ
そ
深
み
が
で
る
」。

　
毎
日
目
標
を
再
確
認
し
、

そ
こ
か
ら
今
日
の
行
動
を
逆

算
し
昨
日
の
自
分
よ
り
成
長

す
る
。
周
囲
の
要
求
や
評
価

で
自
分
の
考
え
や
目
標
を
見

失
い
が
ち
に
な
り
や
す
い
中

で
、
自
分
の
原
動
力
は
何
な

の
か
目
標
を
常
に
明
確
化
し

て
お
く
こ
と
は
日
々
意
識
し

て
い
る
こ
と
で
し
た
。

　
自
分
自
身
、
思
い
描
く
目

標
ま
で
は
果
て
し
な
く
遠
い

道
の
り
で
す
が
、
自
分
の
行

動
が
患
者
さ
ん
や
周
囲
ス
タ

ッ
フ
の
少
し
で
も
助
け
に
な

る
こ
と
を
願
い
、
今
後
も
焦

ら
ず
一
歩
ず
つ
歩
ん
で
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
最
近
は
ス
タ
ッ
フ
と
も
連

携
が
取
れ
る
よ
う
に
な
り
、

以
前
か
ら
少
し
ス
テ
ッ
プ
ア

ッ
プ
で
き
た
と
感
じ
て
い
る

こ
の
頃
で
す
。

　
ま
と
ま
り
の
な
い
長
文
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

っ
て
い
る
と
痛
感
し
ま
し

た
。
自
分
は
医
師
と
し
て
ま

だ
ま
だ
と
思
っ
て
い
て
も
、

患
者
に
と
っ
て
は
医
師
で
あ

り
、
求
め
ら
れ
る
も
の
も
大

き
い
分
、
そ
の
よ
う
な
構
造

に
な
っ
て
し
ま
う
の
も
理
解

で
き
ま
す
。
し
か
し
、
自
分

が
何
の
た
め
に
医
師
に
な
っ

た
の
か
、
医
療
を
通
し
て
何

を
実
現
し
た
い
の
か
と
い
う

初
心
を
忘
れ
な
い
こ
と
が
大

切
だ
と
改
め
て
考
え
さ
せ
れ

ら
れ
ま
し
た
。

　
自
身
の
成
長
の
み
に
囚
わ

れ
ず
、
社
会
の
中
で
求
め
ら

れ
る
医
師
に
な
る
と
い
う
視

点
を
忘
れ
ず
研
修
に
励
ん
で

参
り
ま
す
。

日時：9月 10日（日）10時～
会場：生涯学習交流センター
� 「松の館」（つがる市木造）
参加協力券　1,000 円
� （抽選券・記念タオル付）
主催：�西北健康まつり実行委員会
《詳しくは８月号に掲載します》

第34回 西北健康まつり

津津軽軽保保健健生生協協 健健康康づづくくりり委委員員会会

９月１０月 毎週月曜日
（10月7日、16日のみ土曜日）

９時３０分～１１時００分
９月10月分を募集中。

参加費無料‼

来れるときの参加で結構ですが申込をお願いします。

会場：津軽保健生協会館
申込先：津軽保健生協組織部（0172-35-8933）

プログラム

－講話－

健康に関する講話、

身体の仕組みなど
（津軽保健生協職員、

ファルマ、ボランティア）

－ストレッチ－

筋肉の動かし方

ボール、セラバンド

体操など
（ひろさき健幸増進リーダー、

弘前市スポーツ指導員）

希望者には終了後に
フットケアも実施し
ます！（予約制）
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わ
が
家
の
「
紫
陽
花
」、
こ

れ
か
ら
楽
し
み
で
す
。
ピ
ン
ク
、

黄
、
紫
、
色
と
り
ど
り
あ
っ
て
、

真
ん
中
の
花
び
ら
が
か
わ
い
い

で
す
。
一
輪
ざ
し
で
飾
り
ま
す
。

春
大
好
き
で
、
散
策
し
て
い
ま

す
！！ パ

ズ
ル
は
紫
陽
花

パ
ズ
ル
は
紫
陽
花

藤
崎
町　

あ
じ
さ
い

　
「
地
域
に
班
を
つ
く
っ
て
班
会

を
楽
し
も
う
！
」
学
校
に
よ
く

あ
る
班
活
動
を
思
い
出
す
。
大

き
い
催
し
に
は
参
加
し
づ
ら
い

人
も
気
軽
に
参
加
で
き
そ
う
。

班
会
の
こ
と

班
会
の
こ
と

八
戸
市　

久
慈　

睦

　

コ
ロ
ナ
受
付
の
テ
ン
ト
が
撤

去
さ
れ
、
病
院
入
り
口
が
ス
ッ

キ
リ
。
お
花
も
植
え
ら
れ
、
清

々
し
く
な
り
ま
し
た
ね
。

病
院
入
り
口

病
院
入
り
口

弘
前
市　

泥
女

　

フ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト

の
記
事
を
読
ん
で
、

す
ご
く
興
味
を
持
ち

ま
し
た
。
年
齢
と
と

も
に
自
分
の
足
に
自

信
が
な
く
な
っ
て
き

て
い
て
、
足
は
健
康

に
と
て
も
大
事
だ
と

言
い
ま
す
か
ら
、
ぜ

ひ
体
験
し
た
い
と
思

い
ま
し
た
。

足
は
大
事
だ
ね

足
は
大
事
だ
ね

五
所
川
原
市　

ひ
つ
じ
さ
ん

　

梅
雨
時
期
の
花
と
し

て
ア
ジ
サ
イ
、
雨
に
映

え
る
花
で
す
ね
。
石
川

の
大
仏
公
園
は
ア
ジ
サ

イ
が
き
れ
い
で
す
。

雨
に
映
え
ま
す

雨
に
映
え
ま
す

弘
前
市　

安
田　

高
子

　

ギ
ッ
ク
リ
腰
に
な
り
、
自
分

で
も
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
そ

れ
も
「
く
し
ゃ
み
」
で
…
。
朝

に
や
っ
て
し
ま
い
、
朝
一
番
で

接
骨
院
へ
行
き
ま
し
た
。
く
し

ゃ
み
で
…
、
と
話
し
た
ら
先
生

に
は
苦
笑
い
さ
れ
ま
し
た
。
早

め
に
行
っ
て
き
ち
ん
と
良
く
な

り
ま
し
た
。

早
め
の
診
療
が
大
事

早
め
の
診
療
が
大
事

青
森
市　

ギ
ッ
ク
リ
婆

ちぎり絵　あじさい
弘前市　はまちゃん

　

や
っ
と
コ
ロ
ナ
禍
か

ら
ち
ょ
っ
と
は
離
れ
て
、

行
動
も
制
限
さ
れ
な
く

な
り
、
海
外
も
行
き
来

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。（
別
に
海
外
に
行

く
予
定
は
な
い
の
で
す

が
）
何
か
先
が
明
る
く

見
え
ま
す
。

海
外
旅
行
？

海
外
旅
行
？

鯵
ヶ
沢
町　

今
井　

大
翔　

　

先
日
、
総
会
で
深
浦
方
面
に

行
き
ま
し
た
が
、「
海
を
見
る

の
が
何
年
ぶ
り
！
」
と
声
が
上

が
っ
て
い
ま
し
た
。
私
よ
り
も

先
輩
の
方
が
多
か
っ
た
の
で
す

が
、
活
動
的
な
人
が
多
く
て
驚

き
ま
し
た
。
生
協
組
合
員
だ
か

ら
で
し
ょ
う
か
！！

活
動
的
な
お
仲
間

活
動
的
な
お
仲
間

弘
前
市　

米
谷　

道
子

　
「
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ

ル
」
興
味
深
く
読
み
ま

し
た
。
歯
科
衛
生
士
さ

ん
２
人
と
保
健
師
さ
ん
の
協
力

で
２
週
間
ご
と
に
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
プ

リ
ン
ト
を
大
切
に
フ
ァ
イ
ル
し

て
75
歳
か
ら
10
年
間
継
続
し
ま

し
た
。
パ
タ
カ
ラ
体
操
、
ア
イ

ウ
ベ
体
操
な
ど
、
習
得
し
た
こ

と
を
毎
日
家
で
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
。

「
フ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト
」
は
な
か

っ
た
の
で
、
素
晴
ら
し
い
企
画

だ
と
思
い
ま
し
た
。

1010
年
間
続
け
て
ま
す

年
間
続
け
て
ま
す

鯵
ヶ
沢
町　

齋
藤　

ひ
ろ　

　

畑
の
帰
り
道
、
真
正
面
に
は

真
っ
赤
な
夕
日
と
雪
解
け
姿
の

岩
木
山
が
、
毎
日
違
う
顔
を
見

せ
て
く
れ
楽
し
み
で
す
。
そ
こ

で
一
句
。「
実
す
ぐ
り
の
手
を

止
め
見
い
る
は
岩
木
山
」

雪
解
け
姿

雪
解
け
姿

弘
前
市　

相
馬　

昭
子

　
「
楽
し
い
お
料
理
」
で
紹
介

し
て
い
た
お
に
ぎ
り
２
種
類
を

つ
く
っ
て
み
ま
し
た
。
パ
パ
っ

と
で
き
て
満
足
。
今
度
は
具
材

を
ア
レ
ン
ジ
し
て
楽
し
み
ま
す
。

お
に
ぎ
り
つ
く
っ
た

お
に
ぎ
り
つ
く
っ
た

弘
前
市　

一
戸　

潤
壱

　

今
回
の
ア
イ
ス
ク

リ
ー
ム
は
と
て
も
美

味
し
そ
う
で
す
ね
。

わ
ら
び
餅
の
粉
を
使

用
す
る
と
い
う
斬
新

さ
に
感
動
！
や
っ
て

み
ま
す
。

美
味
し
そ
う
で
す

美
味
し
そ
う
で
す

黒
石
市　

大
矢　

順
子

　

初
夏
の
風
が
こ
ん
な
に
気
持

ち
よ
く
、
穏
や
か
に
暮
ら
せ
て

い
ま
す
が
、
同
じ
空
の
下
で
、

戦
禍
の
中
に
い
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ

の
人
々
や
、
水
害
に
あ
わ
れ
大

変
な
思
い
を
し
て
い
る
人
達
の

こ
と
を
思
う
と
胸
が
痛
み
ま
す
。

一
日
も
早
く
、
平
穏
な
日
々
が

訪
れ
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

平
穏
な
日
々
を

平
穏
な
日
々
を

弘
前
市　

と
ら
マ
マ

　

コ
ロ
ナ
禍
の
ま
っ
た
だ
中
で
、

知
人
が
健
生
病
院
で
出
産
し
ま

し
た
。
雪
降
る
中
で
ラ
イ
ン
で

連
絡
し
あ
っ
て
、
遠
く
か
ら
窓

際
の
彼
女
に
手
を
振
っ
て
外
か

ら
応
援
し
た
こ
と
を
覚
え
て
い

ま
す
。
も
う
１
歳
過
ぎ
て
、
す

く
す
く
育
っ
て
い
る
の
を
見
て
、

嬉
し
い
限
り
で
す
。

す
く
す
く
成
長
し
て

す
く
す
く
成
長
し
て

弘
前
市　

と
み

　

42
年
間
の
お
勤
め
に
ピ
リ
オ

ド
を
打
ち
、
毎
日
家
に
い
る
生

活
に
浸
っ
て
い
ま
す
。
ボ
ケ
防

止
と
奥
様
へ
の
罪
ほ
ろ
ぼ
し
の

た
め
、
食
事
づ
く
り
を
…
。
そ

ろ
そ
ろ
ワ
ン
パ
タ
ー
ン
化
し
始

め
、
あ
せ
っ
て
い
ま
す
。
日
々

修
行
中
で
す
。

食
事
づ
く
り

食
事
づ
く
り

弘
前
市　

テ
ク
テ
ク

　

山
に
タ
ケ
ノ
コ
採
り
に
出
か

け
、
帰
り
車
に
乗
っ
た
ら
、
ア

ラ
！
時
計
が
な
い
。
大
変
高
い

タ
ケ
ノ
コ
に
つ
き
ま
し
た
。
皆

さ
ん
も
気
を
付
け
て
！

タ
ケ
ノ
コ
事
件

タ
ケ
ノ
コ
事
件

青
森
市　

も
も
の
マ
マ

地域連携室　℡0172-36-5181

藤代健生病院
家族教室のご案内

時　間＊９時30分～11時30分の開催です。
［参加希望の方は下記までご一報を！］

依存症を理解する
◦７月8日（土）

講師：坂本　隆　医師

・住所、氏名が変わった時…。
・引っ越しされた時…。
・�「健康」新聞が２部届いている時…。
・�組合員がお亡くなりになられた時…。

津軽保健生活協同組合　組織部
電話0172-35-8933

このような時、ご連絡ください

楽しい お料理楽しい お料理 ☆献立紹介…
健生病院管理栄養士

佐藤　真里子　

夏野菜のさっぱりスパゲティサラダ

＜材料＞中皿４人分
サラダ用スパゲティ（1.2mm）50g　
鶏ささみ１本（約50g）　
A【酒小さじ１／２、みりん小さじ１
／２、塩小さじ１／４】、胡瓜１／２本、
ミニトマト５個、大葉５枚　
B【酢、砂糖、醤油、オリーブオイル、
レモン汁各大さじ１／２】

＜作り方＞
❶ＡとＢの調味料をそ
れぞれ合わせておく。
❷耐熱皿に鶏ささみを
のせ、Ａの調味料をか
ける。
❸❷にふんわりとラッ
プをし電子レンジで加
熱する（600w、１分30
秒）。加熱後はラップ
をすぐ外さずに蒸らし
ておく。
❹❸の予熱がとれたら
ラップを外し鶏ささみ
をほぐしておく。ささ
身の茹で汁はＢの調味
料に混ぜる。
❺胡瓜は千切りにして

塩もみをし、水気を切っておく（塩は
分量外）。
❻大葉は千切り、ミニトマトは１／２
等分にしておく。
❼サラダ用スパゲティを表示時間通り
に茹でて、冷水で洗い、水気を切る。
❽❹～❼の全ての具材とＢの調味料を
混ぜ合わせ、皿に盛りつける。

　
５
月
21
日
、
青
森
市
眺
望

山
自
然
休
養
林
で
青
森
県
生

活
協
同
組
合
連
合
会
主
催
の

『
生
協
ふ
れ
あ
い
の
森
植
樹

祭
』
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
当

日
は
組
合
員
・
ス
タ
ッ
フ
合

わ
せ
て
30
名
の

参
加
で
、
津
軽

保
健
生
協
か
ら

は
３
名
が
参

加
。
青
森
森
林

管
理
署
職
員
か

ら
く
わ
の
使
い

方
や
苗
の
植
え

方
を
教
わ
っ
た

後
、
２
人
１
組

と
な
り
、
青
森

ヒ
バ
の
苗
計
52

本
を
植
樹
し
ま

し
た
。

　
２
０
０
１
年

第
22
回

生
協
ふ
れ
あ
い
の
森
　
植
樹
祭

に
青
森
森
林
管
理
署
と
「
ふ

れ
あ
い
の
森
協
定
」
を
締
結

し
、
毎
年
植
樹
祭
を
開
催
。

森
林
内
で
の
様
々
な
体
験
活

動
な
ど
を
通
じ
て
、
森
林
と

人
々
の
生
活
や
環
境
の
関
係

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
こ

と
、
牛
乳
パ
ッ
ク
を
回
収
し

た
際
の
収
益
金
で
実
施
し
て

い
る
事
業
で
あ
る
こ
と
を
広

く
周
知
し
、
リ
サ
イ
ク
ル
活

動
を
さ
ら
に
推
進
し
て
い
く

こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
植
樹
後
は
、
森
林
管
理
署

の
方
か
ら
ヒ
バ
に
つ
い
て

色
々
学
び
、
ビ
ン
ゴ
形
式
の

ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
な
が
ら
遊

歩
道
の
自
然
散
策
を
行
い
ま

し
た
。

（
組
織
部
・
齋
藤　
淳
一
）


